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看護部・栄養室・薬局・検査室とのチームワーク医療

2022年11月12日、世界糖尿病デーに関連したイベントとして「第4回世界糖

尿病デーin相模原協同病院2022」を糖尿病ケアチームで行います。世界糖

尿病デーとは、拡大を続ける糖尿病の脅威に対応するために国際連合が、平

成18年から毎年11月14日を「世界糖尿病デー」に認定し、世界各地で糖尿病

の予防や治療継続の重要性について啓発活動を推進することとしました。
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教育入院システムを導入 医師紹介

94人

うち

22件

うち

19件
貴院を受診され、当院糖尿病・代謝・内分泌内科受診を要する患者さんがおられましたら

ご連絡ください。専門医が適切な診断・治療をいたします。

第1・3火曜日・毎週水曜日 午後 予約制

部長

山口 真哉 （やまぐち しんや）

■資格
医学博士
日本内科学会総合内科専門医
日本内分泌学会指導医・専門医
日本糖尿病学会指導医・専門医
日本内科学会認定医
臨床研修指導医

医員

林 寛仁 （はやし ともひと）

■資格
日本糖尿病学会専門医
日本内科学会認定医

糖尿病・内分泌・代謝内科は、糖尿病を中心に脂質異常症（高脂血症）、肥満などの代謝疾患、甲状腺疾患、副腎疾

患、下垂体疾患などの内分泌疾患を取り扱っています。

糖尿病は治す疾患ではなくコントロールする疾患です。そのため血糖管理だけでなく、脂質や血圧などの管理が必

要です。また、二次予防、三次予防を目指すためには、薬物療法のみならず食事療法や運動療法が重要です。そこ

で、当院では糖尿病患者の教育や指導のため、看護師、管理栄養士、薬剤師と当科の医師が糖尿病療養チームを

作り、「教育入院システム」を導入しています。

患者教育においては、患者が納得して自己管理行動

を起こす動機付けと、そのモチベーションの維持が重

要です。14日間の入院期間中に、インスリン分泌能や

インスリン抵抗性、合併症の精密検査、理解力などを

個々に分析して、最適な治療方法を一緒に検討しな

がら、病気の知識や食事療法、運動療法、薬物療法

の要点を身につけていただきます。

担当看護師

星 恵美・関 麻衣子・久田 恭史・神保 栄子・小方 由美

厚生労働省の報告では2019年時点では推計で20歳以上のうち糖尿病が強く疑われる人（すでに診断され治療を

受けている人を含む）は約1200万人、これは日本人の5～6人に一人が罹患していることになります。年齢が高い

ほど糖尿病有病率の割合が高くなる傾向にあり、糖尿病有病者の割合は最近20年間で増加傾向にあります。

一方、我が国における平均寿命は着実に伸びていますが、糖尿病患者の平均寿命は糖尿病でない人と比較して短

く、さらに高齢糖尿病患者ではサルコペニアや認知症による日常生活行動の障害が進行しやすいとする報告も多く

認められます。「糖尿病治療ガイド2022-2023」（日本糖尿病学会編著）において、糖尿病治療の目標は「糖尿病

のない人と変わらない寿命とQOL」の達成であるとされています。この目標を達成するためには、高齢化などで増

加する併存症の予防・管理を行い、社会的不利益がないような取り組みを行うことも重要としています。

以前も今も糖尿病患者に対する主要治療として、食事、運動、薬物療法が重要であることに変わりありません。しか

し、その詳細に関しては大きな変化があります。今から約100年前に糖尿病の“特効薬”として登場したインスリンが

さまざまな進化を遂げ、多くの糖尿病患者に副音をもたらした。また、2型糖尿病患者では経口血糖降下薬の進歩

でインスリン投与なしで良好な血糖コントロールが可能となりました。糖尿病治療におけるデバイスの進歩、持続グ

ルコースモニタリング器械や持続皮下インスリンポンプの普及により、診療スタイルも大きく変貌を遂げています。

フットケア外来

糖尿病の方は、足のトラブルが多く、たこや靴ずれ・水虫から潰瘍壊疸等になり、足の切断に至ることがあります。

フットケア外来では、糖尿病の患者さんの足の状態をチェックし、日ごろの足のお手入れの方法の説明や、爪が切

れない方への爪のケアなどを行い、足病変・足切断から足を守るための援助をしていきます。足病変を予防するた

めには、普段から足に関心を持ち手入れをすることが最も大切です。そのためのお手伝いをさせていただきます。

糖尿病のない人と変わらない寿命とQOL

■専門分野
糖尿病・代謝・内分泌内科

■専門分野
糖尿病・代謝・内分泌内科

相模原協同病院 TEL：042-761-6020（代）へご連絡ください。


